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要  約 

当場の乳用牛を用いてゴマ油粕の給与試験を実施した。 

通常飼料にゴマ油粕を1日1頭あたり50g給与した試験区と通常飼料のみを給与した対照区を比較した。その

結果、体重、乳量、乳成分、乳脂肪中の脂肪酸組成割合に有意な差は認められなかった。また、血液性状に対す

る影響でも、有意な差は認められず、いずれも概ね正常範囲内であった。 

 これらのことから、１日１頭あたり乳用牛に50gゴマ油粕を給与した場合、産乳成績、健康状態に悪い影響を

与えることはなく、乳用牛の飼料として利用可能であると考えられた。今後は、濃厚飼料の一部をゴマ油粕で代

替し、ゴマ油粕の給与量を検討することが必要であると思われた。 

 

緒  言 

 近年、飼料価格の高騰などから酪農経営は非常に厳しいものとなっている。そこで今回、飼料費低減を目的と

して県内で生産されるゴマ油粕を用いて乳用牛への給与試験を実施した。ゴマ油粕は、養鶏、養豚では飼料とし

て一部試験研究されているが、乳用牛への給与試験の報告が少ないため、ゴマ油粕を乳用牛に給与し、乳用牛の

飼料としての利用性を検討した。 

 

材料及び方法 

１．試験期間 

平成20年8月7日から10月8日（9週間） 

 

２．供試牛 

 ホルスタイン種泌乳牛6頭（試験区、対象区3頭ずつ）、供試牛の試験開始時の概要を表１に示した。 

 

３．試験区分 

 試験区分は表２のとおりで1期3週間（馴致期1週間、予備試験期1週間、本試験期1週間）、計３期の反転

試験を実施した。 

 

４．供試飼料 

 供試飼料は、県内で生産された加熱・圧搾後のゴマ油粕で、独特な臭気が認められた。これを1日1頭あたり

50ｇ給与した（図１）。給与割合は、濃厚飼料給与量の現物比0.4～0.8％であった。 

 給与方法は、搾乳前のビートパルプ給与時に供試飼料を添加した。供試飼料の一般成分組成を表３に示した。 

 

５．飼養管理 

 給与飼料を表４に示した。粗飼料は1日2回の分離給与、濃厚飼料は1日8回、自動給餌機により給与した。
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飲水はウォーターカップによる自由飲水とした。 

 飼養方法は、タイストール牛舎で、搾乳は9時、16時の2回であった。 

 

６．調査項目 

（１）体重 

 本試験区の最終日に測定した。 

（２）産乳成績 

 乳量は、本試験の7日間、乳成分は、本試験期の最終2日間測定して平均値を算出した。 

（３）乳脂肪中の脂肪酸組成 

 本試験期の最終日の乳汁を採取し、遠心後最上部の乳脂肪を用い、メチルエステル化処理しガスクロマトグラ

フ（島津GC-2014）で分析した。 

（４）血液成分 

 本試験期最終日の 10 時に頚静脈から採取し、分離血清を用いて血液検査機器（富士ドライケム）により各成

分を分析した。 

表１ 供試牛の概要 

産次 分娩後日数 体重 乳量 乳脂肪率
(産) (日) （ｋｇ） （ｋｇ） （％）

1 H16.6.7 2 225 594 19.6 3.58
2 H16.9.26 2 337 656 13.4 4.89
3 H16.7.31 1 764 666 13.9 3.61

平均 1.7 442 638.7 15.6 3.96
4 H17.11.26 1 324 562 13.5 4.13
5 H17.6.8 1 420 586 19.0 3.66
6 H10.7.5 5 236 610 12.5 5.31

平均 2.3 327 586.0 15.0 4.26

牛No 生年月日

Ａ区

Ｂ区

区分

 
表２ 試験区分 

区分 1期 Ⅱ期 Ⅲ期 

Ａ区 試験区 対照区 試験区 

Ｂ区 対照区 試験区 対照区 

 

表３ 供試飼料の一般成分 

水分 

(%) 

乾物中％ 

粗蛋白 粗脂肪 可溶無窒素物 粗繊維 粗灰分 ＴＤＮ ＣＰ 

5.3 55.1 2.1 16.1 13.1 13.6 44.7 68.4 

 

 

表４ 給与飼料（日量/頭） 

トールフェスク乾草 飽食

アルファルファペレット １ｋｇ

ビートパルプ １ｋｇ

市販乳牛用配合飼料 ６～１２ｋｇ 
 

 

 

図１ ゴマ油粕 
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結果及び考察 

１．体重の推移 

 表５に体重を比較した。体重は両区に有意な差は認められなかった。 

表５　体重

試験区 対照区

体重(kg) 627 624  

 

２．産乳成績 

 表６に乳量及び乳成分の比較を示した。 

 乳量、４％脂肪補正乳量（以下ＦＣＭ）、乳脂肪率、乳蛋白質率、乳糖率、無視固形分率について両区に有意

な差は認められなかった。 

表６　乳量及び乳成分

試験区 対照区

乳量（ｋｇ/日） 14.3 14.1

ＦＣＭ(ｋｇ/日) 15 14.6

乳脂肪率（％） 4.41 4.38

乳蛋白質率（％） 3.91 3.86

乳糖率（％） 4.43 4.5

無脂固形分率（％） 9.34 9.35  

 

３．乳脂肪中の主要な脂肪酸組成（％） 

 表７に乳脂肪中の主要な脂肪酸組成の割合を比較した。 

 乳脂肪中の主要な脂肪酸（ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、α－リノレイン酸）組

成の割合には有意な差は認められなかった。 

表７　乳脂肪中の主要な脂肪酸組成割合（％）

試験区 対照区

ﾐﾘｽﾁﾝ酸　(C14:0） 12 12
パルミチン酸　（C16:0） 35.4 35.2
ステアリン酸　（C18：0） 8.2 7.9
オレイン酸　（C18：1n） 22.1 22.4
α-リノレン酸　（C18：3n3） 0.3 0.2
その他 21.9 22.2  

 

４．血液性状 

 表８に、血液性状の比較を示した。 

 エネルギー代謝の指標としてグルコース、遊離脂肪酸（以下ＮＥＦＡ）、総コレステロールを調べたが、いず

れも両区に有意差はなく、概ね正常範囲内であった。 

 蛋白質代謝の指標として総蛋白質、アルブミン、尿素窒素を調べたが、いずれも両区に有意差はなく、概ね正

常範囲内であった。 
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 肝機能の指標となるＧＯＴは、両区共に正常値よりも若干高くなっているが、これは、供試牛 No.６が全期間

をとおして高値を示したためである。しかし、臨床的な異常は認められなかった。また、両区に有意差は認めら

れなかった。 

表8　血液性状

試験区 対照区

グルコース(mg/dl) 66 66
ＮＥＦＡ（uEq/ｌ） 115 113
総コレステロール(mg/dl) 164 159
総蛋白質(mg/dl) 8.0 7.9
アルブミン(mg/dl) 3.4 3.4
尿素窒素(mg/dl) 12.4 11.1
ＧＯＴ（ＩＵ/ｌ） 84 87
カルシウム(mg/dl) 9.7 9.7  

 以上の結果から、ゴマ油粕を1日1頭あたり50g給与した場合、両区に体重、乳量、乳成分、乳脂肪中の主要

な脂肪酸組成割合、血液性状に有意な差はないので、産乳成績、健康状態に悪い影響を与えることはなく、乳用

牛の飼料として利用可能であると考えられた。 

 今後は、濃厚飼料の一部をゴマ油粕で代替し、ごま油粕の混合割合毎に産乳成績、牛乳の風味などを検討する

ことが必要であると思われた。 
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